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守谷市国際交流協会が主催する日本語講座の 

参加費の見直しについての陳情 

 

【過去の経緯】 

守谷市国際交流協会（以下「協会」という）の一事業であるドイツ語に親しむ会（以下

「親しむ会」という）は、発足当初は民間のいわゆる趣味活動の団体であった。それが協会

の事業になるにあたって、親しむ会の参加資格についての議論がありました。協会の会員に

限定するか、協会は守谷市の補助金を受給しているから公平性の観点から、だれでも参加で

きるようにすべきであるとの二つの意見に大きく分かれました。最終的には、会員歴の長い

構成員強く主張した意見、「協会の会員に限定する」ことになりました。 

この決定に納得できない陳情者は、2021年（令和3年）に「守谷市国際交流協会に関する

陳情」（別紙１守谷市議会だよりNO194）を提出しました。（結果は不採択） 

その後も親しむ会は、市の答弁とは裏腹に相変わらず参加者を「協会」会員に限定してい

たので、別紙１守谷市議会だよりNO194を提示して善処方を市民協働推進課に依頼しまし

た。応対した職員は問題意識を持っていて、早速協会と話し合いをしたようです。その努力

が実り、担当職員から次のような回答を陳情者は受けました。「協会の主催する事業は一部

を除いて、会員資格の有無にかかわらず、公平に処遇される」というものです。 

その結果、親しむ会には非会員も参加できるようになり、さらに日本語講座も参加費が無

料になりました。2022年（令和4年）8月25日号「広報もりや」の日本語講座の募集記事に費

用無料と明示されています。（しかし、その後の募集記事には費用無料の文字はありませ

ん。また、無料になる前の費用は、会員無料、非会員1,000円でした。） 

 

 

【最近の経緯】 

 2025年（令和7年）秋のことです。当時は、日本語講座に参加するには協会の会員になる

必要がありました。協会のある賛助会員（団体）から、その団体の職員が日本語講座に参加

できるように、職員をみなし会員として認定してもらいたいという要望が出されました。こ

れを契機に、陳情者は協会に対して会員資格の有無にかかわらず無料にすべきとの意見を表

明しました。これに対する協会の回答は、非会員の参加は認めるが、参加費を1,000円とす

るというものでした。 

 

  



【陳情の趣旨】 

①協会の他の事業との関係（別紙2） 

 主な他の年間事業は非会員も無料で参加できる。 

②会員資格の有無による処遇の違いの根拠 

 参加費の差、例えば、懇親会の会員800円、非会員1,000円の根拠（別紙2）は、会員に

対して協会から200円（会費収入）を補助していると考えれば理解できる。しかし、日本語

講座の違いについては全く説明がつかない。（あくまで陳情者の理解） 

③一時的ではあるが参加費無料の時期があった。 

 以上の三つの事実及び公平性の観点に総合的に勘定し、日本語講座の非会員の参加費を無

料にするように、市は協会に対して働きかけることを要望します。 

 

上記のとおり陳情いたします。 






